
第 4 7冊
2 0 2 3



序

　橿原遺跡の発掘調査を契機として末永雅雄初代所長により、昭和 13年 9月 13 日に創立された橿

原考古学研究所は、本年 85周年を迎えました。

　橿原考古学研究所紀要『考古学論攷』は昭和 26年に創刊され、『橿原考古学研究所論集』ととも

に所員の研究成果発表の場の一つとして、これまでに学界を牽引する多くの論攷を掲載してきました。

両書に掲載された様々な研究成果の積み重ねこそが、当研究所の調査・研究の源となっています。

　本冊には、１：弥生土器の法量に関する基礎的分析、２：横穴式石室から読み解く畿内と東国の政

治的背景、３：長胴形陶棺に葬られた被葬者像、４：文献史学から読み解く屯倉から宮そして寺への

変遷、５：古墳時代の水のまつりから苑池そして日本庭園への発展、６：放射光X線 CTを用いた織

物の詳細分析、以上６本の論攷を収録しました。当研究所の調査・研究が、考古学のみならず、文献

史学や保存科学といった多岐に及ぶものであることをまさに示した内容となっています。

　新型コロナウイルスの影響により永らく海外との交流も中断しておりましたが、本年より海外の研

究機関との研究交流も本格的に再開する見込みとなりました。奈良県の遺跡のみならず、海外も含め

たグローバルな視点に立った調査・研究を今後もさらに推し進めて参ります。

　　令和５年９月 30日

奈良県立橿原考古学研究所

所　長　　青　柳　正　規
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